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1． 2026年2⽉期 第1四半期決算概要

（前年同期⽐19.3％増）1,338百万円◆売上⾼
（前年同期⽐37.2％増）47百万円◆営業利益

 売上⾼については、主⼒のアイスクリーム部⾨が⾃社製
品のかき氷カップやＯＥＭ製品の受注が好調に推移し、
前期⽐で19.3％増加

 昨年同様、原材料価格や物流コストの上昇、エネル
ギーコストの⾼⽌まりや⼈件費の⾼騰といった製造コスト
の上昇が続いているほか、販売計画に基づき製品在庫
を積み増した影響で運搬保管料等の販管費が増加し
たものの、新潟⼯場の⾼い稼働率とアイスクリーム部⾨
の好調な売上に⽀えられ、営業利益率が向上、前期
同期⽐で増収増益を達成

実績 売上⾼ 実績 売上⾼
(百万円) ⽐率(％) (百万円) ⽐率(％)

売上⾼ 1,338 － 1,120 －
売上原価 1,078 80.5% 894 79.8%
売上総利益 259 19.4% 226 20.1%

販管費 212 15.8% 191 17.1%
営業利益 47 3.5% 34 3.0%
経常利益 57 4.3% 37 3.3%
当期純利益 38 2.8% 31 2.7%

2026年2⽉期 2025年2⽉期
第１四半期 第１四半期
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2024年2月期

第1四半期

2025年2月期

第1四半期

2026年2月期

第1四半期

アイスクリーム部門 733 788 1,005
うち森永乳業OEM 246 191 305

森永乳業OEM割合 33.6% 24.2% 30.3%
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部⾨別業績︓アイスクリーム

 アイスクリーム部⾨

アイスクリーム部⾨は前年同期⽐27.6％増

⾃社製品は前年同期⽐16.1％増
主⼒のかき氷カップや昨年発売のヨーグルト⾵味
アイスバー、カフェオレ⾵味アイスバー等が伸⻑

OEM製品は前年同期⽐33.6％増
森永乳業(株)向けが前年同期⽐59.1％増と
⼤きく伸びたほか、その他OEMについても好調に
推移しており、新潟⼯場はフル稼働で⽣産

百万円
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部⾨別業績︓仕⼊販売、和菓⼦、物流保管

 仕⼊販売部⾨

 ⾷品量販店等の取引先が仕⼊ルートをメーカーと
の 直接取引等に変更したことにより減少した⼀⽅
で、佐渡の観光需要回復に伴い、ホテル・飲⾷店
向けの業務⽤商品は好調に推移

 和菓⼦部⾨

 笹だんご、⼤福ともに微減

 物流保管部⾨

 冷凍品の保管需要は⾼いものの、寄託品の倉庫
スペース確保に苦慮し、横ばい

百万円
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当社業績における季節性

 当社は夏季期間（第2四半期会計期間︓6⽉〜8⽉）に集中して需要が発⽣
そのため、それ以外の四半期会計期間の売上⾼は、第２四半期会計期間の売上⾼と⽐べ著しく低くなる傾向

百万円

百万円
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季節性業績に対する対策

当社は、繁忙期である第2四半期に売上・利益の⼤半を計上し、第３・第４四半期には冷菓製造販売が主軸の当
社において⼤きく苦戦するという状況が続いており、第2四半期以外においてどのような営業戦略を実⾏していくかが⻑
年の経営課題となっている

当期における対策の取組み

もも太郎×スポーツ による夏季以外の需要喚起
新潟の夏の定番として定着しているもも太郎に新機軸として、スポー
ツシーンでの利⽤を提案するプロモーションを展開。
新CM「部活動で箱買い編」の制作、FM新潟の特別番組「From 
Athlete! NIIGATA Edi.」への提供を展開。
季節を問わずスポーツ時のクールダウン、応援の差し⼊れといった新規
需要創出につなげます。

今後も引き続き、第3・第4四半期の業績改善に向け積極的な取り組みを継続してまいります。

CM動画は公式Youtubeチャンネルより視聴可能
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氷菓 730 637 637 710 629 746 773 781 800 807 786 878 866 907 909 870 859 915 984 1,111
ラクトアイス 1,250 1,262 1,316 1,360 1,424 1,476 1,418 1,387 1,454 1,430 1,515 1,566 1,593 1,679 1,675 1,768 1,699 1,807 2,050 2,066
アイスミルク 556 603 669 690 667 733 733 768 744 767 919 949 1,058 1,087 1,055 1,102 1,130 1,190 1,340 1,457
アイスクリーム 997 1,056 1,084 1,085 1,112 1,108 1,134 1,245 1,332 1,365 1,427 1,546 1,597 1,513 1,512 1,457 1,570 1,622 1,708 1,817
合計 3,533 3,558 3,706 3,845 3,832 4,063 4,058 4,181 4,330 4,369 4,647 4,939 5,114 5,186 5,151 5,197 5,258 5,534 6,082 6,451
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アイスクリーム販売︓国内市場は成⻑基調が続く

Source︓⼀般社団法⼈⽇本アイスクリーム協会「2023年度 アイスクリーム類及び氷菓 販売実績」より
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(通期）

期 売上⾼
（千円）

営業利益
（千円）

経常利益
（千円）

当期純利益
（千円） 営業利益率 当期純利益率 1株当たり

配当(円)
予想︓115期 4,600,000 120,000 125,000 110,000 2.6% 2.3% 18(予想)

実績︓114期 4,484,618 96,300 123,070 119,504 2.1% 2.6% 18
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２. 2026年2⽉期 業績⾒通し

 2026年2⽉期の業績予想（2025年3⽉1⽇〜2026年2⽉28⽇）

2026年２⽉期の業績予想は以下のとおりであります。

(第2四半期）

期 売上⾼
（千円）

営業利益
（千円）

経常利益
（千円）

当期純利益
（千円） 営業利益率 当期純利益率 上期までの

売上進捗
115期上期 3,100,000 195,000 205,000 160,000 6.2% 5.1% 67.4%

114期上期 2,820,264 183,319 200,403 157,314 6.5% 5.5% 62.9%

※なお業績予想等に関する記述につきましては、本資料の発表⽇現在において⼊⼿可能な情報に基づいて作成されており、実際の業績は今後
様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。

主⼒のアイスクリーム製造販売が堅調に推移する⾒込みであることから、増収を⾒込んでおります。
利益⾯に関しては、原材料価格の⾼騰・物流費⽤の増加・⼈財確保のための費⽤増加などによりコスト⾯の負担増が想定されますが、
製造⼯場における⽣産性向上を推進することで、前年⽐で増収を⾒込んでおります。
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３. 当社における成⻑戦略

事業領域の拡⼤
販売単価を上昇
変動費の抑制・圧縮
販売数量アップ

戦略的推進事項
2026年2⽉期から2027年2⽉期を対象とした「中期経営計画2027」を新たに策定し、以下の７項⽬
を戦略的推進事項として徹底取り組みを実施することといたしました。事業環境等に左右されることなく
常に安定的な利益の確保に努める経営戦略と、全社員が⾃⾝と会社の成⻑を実感できる働きがいの
ある職場環境づくりを両⽴し、さらなる企業価値向上に取り組んでまいります。

新製品の展開
原価率引き下げ
費⽤対効果の改善
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４.中期経営計画、数値数値⼀部変更について

2026年2⽉期〜2027年2⽉期の3か年を対象期間とする「中期経営計画2027」を策定しております。
なお、2026年2⽉期・2027年2⽉期の数値⽬標を以下のとおり変更しております。
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５. 株主還元︓配当推移及び配当⽅針

当社は、利益配分につきましては、将来の事業拡⼤と企業体質強化のために必要な内部留保を確保しつつ、
安定した配当を継続することが基本的な⽅針

株主還元に関するベンチマークを⽤いた還元⽅針に関しては、現在の当社を取り巻く状況と今後の収益状況を⾒極めたうえで
検討を⾏っていくことといたします

※ 2023年３⽉１⽇付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を実施しており、2023年２⽉期以前の配当は株式分割後の基準で記載しております。

13.3円

16.6円 16.6円 17円
18円 18円

2021年2月期 2022年2月期 2023年2月期 2024年2月期 2025年2月期 2026年2月期

（予想）

1株あたりの配当金額の推移
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５. 株主還元︓株主優待制度について

当社では、株主の皆様の⽇頃のご⽀援に感謝するとともに、当社製品をよりご理解
いただくこと、また、当社株式への投資魅⼒を⾼め、中⻑期的により多くの株主様に
保有していただくことを⽬的として、株主優待制度を実施しております。
毎年８⽉31⽇現在の株主名簿に記載⼜は記録された株主様に対し、
その所有株式数に応じて、当社製品詰め合わせをお届けいたします。

株主優待の内容

2,000円相当の当社製品詰め合わせ100株以上

3,000円相当の当社製品詰め合わせ500株以上

4,000円相当の当社製品詰め合わせ1,000株以上 掲載写真は過去にお届けした株主様ご優待品の⼀例です。
実際にお届けするご優待品の内容とは異なる場合がございます。

株主優待制度
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６. トピックス

限定商品「ももえちゃんスポーツドリンク味」発売

当社の代表商品である「もも太郎」の姉妹品として
2013年に誕⽣した「ももえちゃん」シリーズは、毎年異な
るフレーバーで夏季限定商品として好評いただいており、
新たなセイヒョーの夏の定番として定着しております。
13年⽬となる今年は、シリーズで初めてフルーツ以外の
フレーバーとなるスポーツドリンク味で発売いたしました。

「りんごあめアイスバー」新発売

お祭り屋台の定番でありながら、近年は専⾨店が登場するほどのブー
ムとなっているりんごあめをアイスにしました。
りんご味のアイスに氷粒を混ぜ合わせ、りんごのシャクっとした⾷感を再
現。そのアイスをりんごあめ⾵味チョコでコーティングしました。
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本資料は、投資判断の参考となる情報の提供を⽬的としたものであり、将来の投資成果を保証するものではございません。

投資の最終決定はご⾃⾝のご判断で⾏ってください。

なお、使⽤するデータおよび表現等の⽋落や誤謬につきましては、当社はその責を負いかねますので、あらかじめご了承ください。

また、本資料の無断複製・転載は、固くお断りいたします。


